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“AGORA”とは、ギリシャ語で“広場”という意味です。

人文社会科学部ニュース＜アゴラ＞

人文社会科学部の
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人文社会科学部では、市民のみなさまにもご参加いただける講演会をはじめ
様 な々活動を行っています。掲載している内容は多様な活動の一部です。
興味を持った方はぜひ人文社会科学部ホームページをご覧ください。
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　高校にも大学にも、「日本史」という科目がありますね。

高・大で学ぶ日本史の違いは何ですか？と聞かれたら、ひと

まず私は、一次史料（当事者がほぼ同時代的に書いた史

料）を自分で読みながら、何が起きていたのかを一生懸命

考えるのが、大学で学ぶ日本近代史ですと答えています。

　「日本史」は日本だけではなく、外国の大学でも教えら

れています。「日本史」という単独の科目が設けられている

こともあれば、「アジア史」の範疇に入っていることもありま

す。私は昔、台湾大学留学中に日本近代史の授業を受講

しましたが、日本で学んできた日本史と、台湾人が台湾人

に対して教えている日本史は、やはり何かが違うのです。

おそらく、日本史が「自国史」であるのか、「外国史」である

のかの違いに由来するのでしょう。

　1月に国立台湾師範大学で「近代日本と植民地」という

1週間の集中講義を行ったのは、私にとってはその違いを

乗り越えようとする挑戦でした。中国語の授業を準備する

のは大変でしたが、学生は熱心に聞いてくれ、日本人とし

て学んできた日本史を世界に発信する可能性を感じまし

た。そして私自身、歴史を「誰に向かって語るのか」につい

て、もっと広い視野を持つべきであることに気づきました。

　ちなみに台湾の高校には、台湾史・中国史・世界史という

3つの歴史科目があり、歴史教育をめぐる状況は複雑で

す。興味を持った方は、まずは左の写真にある、『台湾の

歴史』を読んでみてください。

人文社会科学部 講師　吉井　文美（日本近代史）

都市と社会：歴史･景観・表象
平成29年6月上旬開講

　700万年に亘る人類史の中で、人間がある場所に集中し都市が形成され
るという現象は、我 の々生きる現代社会へとつながる「文明」が出現する一つ
の大きな条件でした。そして歴史上都市は、常に政治・経済・文化の中心で
あり、社会の盛衰と密接にかかわってきたのです。古代社会において文明
が形成され現代文明に至る過程の中で、人間社会の営みを都市というもの
抜きに理解することは不可能であるといってよいでしょう。しかし一方で、都
市の歴史的重要性、そのあり方の多様性は一つの時代、場所、学問分野だ
けでとらえきれるものではありません。
　幸いにも山形大学人文社会科学部では、都市をテーマとして国際的な研
究を行っている教員が数多く教鞭をとっており、都市・地域学研究所がアク
ティブに活動しています。そこで本講座では、「都市と社会」という広いテー
マを設定し、様 な々地域、時代の都市を、歴史学、人類学、美術史学という
異なる分野からアプローチします。本講座は受講者に現代社会を都市とい
う視点から捉えなおす手がかりを与えると同時に、研究者に対しては将来
的な学際研究の可能性を探る試みとしても位置づけられるでしょう。

　法経政策学科（経済・経営コース）4年生・鈴木瑞
穂さんが平成28年公認会計士試験2次試験に合格
しました。
　鈴木さんは山形出身、山形東高校を卒業し、2013
年4月に本学人文学部法経政策学科へ入学しまし
た。大学2年次（2014年）の12月から公認会計士試験の勉強を始めて、大学3
年次（2015年）の12月に行われた公認会計士試験1次試験に合格、つづいて
大学4年次（2016年）の8月に行われた2次試験に合格しました。
　2次試験の合格者発表があった11月に、早速大手監査法人への就職が内
定されました。これから会計人としての活躍が期待されます。

〰法経政策学科（経済・経営コース）4年生が
平成28年公認会計士試験
2次試験に合格しました。

　人文社会科学部では、平成２８年９月から、株式
会社きらやか銀行と山形大学との連携で「きらや
かマネジメントスクール」を開講しています。
　このスクールは、次世代を担う企業の若手経営
者・後継者・幹部職員の育成を目的に、企業経営
に活かせる実践的な研修を行う画期的な内容で、
毎月１回３時間、１年間の授業を実施しています。
　このように、金融機関と連携した形で企業支援を実施するのは、本学とし
ては初の試みです。人文社会科学部と理工学研究科の多様な教育研究資
源をベースに、経営人の育成に相応しい内容に仕上げた、課題やテーマ別
のテキストも作成いたしました。
　産業界や地域社会を支える人材を育成することは、やがて地域変革の牽
引や本学の発展にもつながるものであることから、今後も継続して取り組んで
いく予定です。

〰きらやかマネジメントスクールを開講しました。

　模擬裁判実行委員会とは、人文社会科学部における学生主体の
研究機関であり、毎年裁判に関する演劇を行っています。当会は人
文社会科学部を中心に１００名を超える学生が参加し、公演に向けた
「すべての」活動を学生だけで行っています。
　第４４代は「児童虐待」をテーマとした裁判劇を公演しました。児
童虐待に関する基本的な知識やシナリオを作る上での見識を深める
ため何度も勉強会を開き、裁判所の方の添削を受けながら１年かけ
て公演を完成させました。
　今回の公演においても大勢のお客様にご来場いただいたほか、テ
レビや新聞などの各メディアにも取り上げていただき、非常に嬉しく
思います。
　現在、当会は第４５代の学生たちへと代替わりしており、すでに次
回の公演に向けた準備を進めております。今後とも、模擬裁判実行
委員会の応援をよろしくお願いいたします。

第44回模擬裁判公演について
模擬裁判実行委員会

 第44代委員長　法経政策学科4年　丹羽  音彩
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◆前期公開講座 ◆後期公開講座

自由貿易と海外進出
―法律・経済・経営の視点から―
平成29年9月～10月開講

　ヒト・モノ・カネ（労働・財・資金）は、近年のグローバル経済が進む以前か
ら国境を越えて経済活動を支えてきました。近年は、グローバル化の進展に
伴い、さらにその流動性が高まっています。特に貿易は、生活を豊かにし、経
済発展に寄与してきました。今後、グローバル化がさらに進展することによ
り、自由貿易協定が結ばれ、自由貿易が進むことが予想されます。
　その反面、貿易は、貿易摩擦を引き起こしてきました。例えば、1960年代か
ら1980年代にかけて起きた繊維、鉄鋼、カラーテレビ、自動車、半導体による
日米の貿易摩擦があげられます。近年では、国内・域内の経済格差の原因
として自由貿易が敵視されています。イギリスのEU離脱、TPPやNAFTAに懐
疑的なトランプ政権の誕生は、自由貿易の負の側面への反発でもあります。
　そこで本講座では、「自由貿易」という広いテーマを設定し、法学、経済
学、経営学の視点からアプローチします。本講座は、受講者に自由貿易の
「真意」を理解する手がかりを与えると同時に、どの様に自由貿易時代を生
き抜くかを考えるきっかけを与えることが考えられます。さらに、分野間の垣
根を超えた学際的な研究の可能性を探る試みになると考えられます。
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